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きんもくせい
やさしい香りのように、広がる安心と医療の輪

vol. 
156

病院だより

令和
8年7月号

掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター

●季節のコラム：熱中症だけじゃない！夏の困りごと

●新コーナー「栄養室の健康レシピ」「リハナビ」

左から堀田院長、宮地企業長、心臓血管センター森川センター長、山名副センター長
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病
院
だ
よ
り
「
き
ん
も
く
せ
い
」
は
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
掛
川
・
袋
井
両
市
役
所
及
び
一
部
の
市
内
公
共
施
設
に
て
無
料
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

き
ん
も
く
せ
い

vol.156
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令
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8
年
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号

外来担当医表こちらから

1日あたりの患者数 4月 5月
373人
1,101人
90.5%
112.0%
74.6%
9.0日
505件
1,312人
515件

385人
1,159人
89.6%
112.0%
77.0%
9.9日
453件
1,562人
564件

紹 介 率
逆 紹 介 率
病 床 利 用 率
平 均 在 院 日 数
手 術 件 数
救命救急センター受診者数
救 急 搬 送 件 数

入    院
外    来

令和８年10月18日（日）　午前８時15分～正午日　時

中東遠総合医療センター　人間ドック・健診センター会　場
①乳腺エコー････････････････････････････････････････････････ 3,740円（税込み）
②３Ｄマンモグラフィ２方向（トモシンセシス）････････ 7,700円（税込み）
③３Ｄマンモグラフィ２方向（トモシンセシス）＋乳腺エコー･･･ 11,440円（税込み）
④マンモグラフィ２方向 ･･･････････････････････････････････ 5,500円（税込み）
⑤マンモグラフィ２方向＋乳腺エコー ･･････････････････ 9,240円（税込み）
（全て女性技師が担当します。）

検査内容
料金

マンモグラフィ約50名（完全予約制）※
乳腺エコー約30名 　ただし、予約多数の場合は抽選により決定

募集人数

20歳以上の女性 対象者
※マンモグラフィ検査が受けられない方
　①妊娠中の方　②授乳中の方（卒乳後6ヶ月前の方）
　③豊胸（美乳）手術を受けた方
　④V-Pシャント、ペースメーカーやポート等が埋め込んである方
　⑤グルコースモニタリング（血糖測定器）が装着されている方

後日郵送またはWEB送信（４週間ほどお時間を頂きます。）検査結果
令和８年８月３日（月）から９月11日（金）までにWEBもしくは電話にてお申し込みください。
※AI電話 050-1726-7886（24時間対応）

予約方法

日曜日に乳がん検診を受けられます日曜日に乳がん検診を受けられます

地域医療を支える仲間を募集しています

RECRUIT 地域に
貢献

安定研修
充実

子育て
応援

詳
細
は
こ
ち
ら

令和９年４月採用 正規職員募集

令和８年８月13日（木）試 験 日
令和８年６月22日（月）～７月31日（金）受付期間
令和９年４月１日　※経験者は応相談採用予定日

当院リクルートサイトに
募集情報を順次公開予定

救急救命士、医師事務作業補助者、
メディカルエイドなど

令和８年９月26日（土）
午前10時～正午

日　時

当院３階大会議室会　場

【テーマ】 知って安心！脳の病気
　　　　～自分と家族を守るために～
講師① 鳥飼 武司  脳神経外科統括診療部長・
　　　　　　　　脳血管内治療センター長
講師② 守吉 秀行  脳神経内科部長

内　容

令和８年８月17日（月）～９月25日（金）午後５時まで
専用申込フォームまたは電話で
お申し込みください。
電話：経営戦略室
　　  0537-21-5555（代表）

申込み

参加費
無料

どなたでも

詳
細
は
こ
ち
ら

第49回医療市民講座を
開催します

第49回医療市民講座を
開催します

心臓血管センター開設　
地域を支える医療に、さらなる力を。

診療実績 2026 4月 5月/

詳
細
は
こ
ち
ら

特 集特 集

医療の未来を担う皆さんを応援します！
　当院では、将来の地域医療を支える医療人材の育成に向け、
医療系学生を対象とした説明会や病院見学会を開催しています。

〇看護学生向け合同説明会に出展します
　令和8年8月2日にアクトシティ浜松にて開催される「マイ
ナビ看護学生就職セミナー」に出展します。
　若手看護師から、仕事内容や職場の雰囲気について直接
話を聞くことができます。

〇薬学生向け病院説明会を開催します
　夏休み期間中に病院説明会を開催します。若手薬剤師との
交流を通じて、病院薬剤師の役割や、やりがいを知ることが
できます。

見学会・説明会の詳細は当院ホームページをご覧ください。
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診療科から

特 集

　
心
臓
や
血
管
の
病
気
は
、
あ
る
日
突
然
、

命
に
関
わ
る
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

強
い
胸
の
痛
み
で
発
症
す
る
急
性
心
筋
梗
塞
、

突
然
の
胸
や
背
中
の
激
痛
で
発
症
す
る
大
動
脈

解
離
、
大だ
い
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う
は
れ
つ

動
脈
瘤
破
裂
、
重
症
の
不
整
脈
な
ど

は
、
ま
さ
に
時
間
と
の
勝
負
で
す
。

　
こ
の
た
び
当
院
で
は
、
心
臓
血
管
外
科
を

新
た
に
開
設
し
、
循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管

外
科
が
一
体
と
な
っ
て
診
療
を
行
う
「
心
臓

血
管
セ
ン
タ
ー
」
が
始
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
当
院
の
循
環
器
内
科
で
は
、
5
0
0
床

の
総
合
病
院
、
3
次
救
急
を
担
う
病
院
と
し

て
、
急
性
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
に
対
す
る
心

臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
足
の
血
管
病
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
不
整
脈
に
対
す
る
ア

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
※
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療
な

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

そ
こ
に
心
臓
血
管
外
科
が
加
わ
る
こ
と
で
、

こ
の
地
域
で
提
供
で
き
る
心
臓
血
管
医
療
は

さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。

※�
心
臓
の
中
に
あ
る
不
整
脈
の
原
因
と
な
る

部
分
を
、
細
い
管
（
カ
テ
ー
テ
ル
）
で
治

療
す
る
方
法
で
す
。

24
時
間
3
6
5
日
、
心
臓
血
管
の
救
急
に
対
応

　
当
院
で
は
、
循
環
器
内
科
医
が
夜
間
・

休
日
を
問
わ
ず
院
内
に
常
駐
し
、
24
時
間

3
6
5
日
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
急
性
心
筋
梗
塞
や
重
症
不
整
脈
な
ど
、

緊
急
性
の
高
い
心
臓
血
管
疾
患
で
は
、
診

断
や
治
療
の
遅
れ
が
命
に
関
わ
り
ま
す
。
専

門
医
が
す
ぐ
に
診
察
し
、
必
要
な
検
査
や
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、

命
を
救
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
生
活
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
開
設
の
大
き
な
意

義
は
、
内
科
と
外
科
が
院
内
で
連
携
し
、

診
断
か
ら
治
療
ま
で
を
よ
り
迅
速
に
つ
な

げ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
多
く
の
急
性
心
筋
梗

塞
で
は
、
詰
ま
っ
た
血
管
を
一
刻
も
早
く
カ

テ
ー
テ
ル
で
開
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
方

で
、
心
筋
梗
塞
に
伴
う
心
破
裂
や
、
大
動
脈

解
離
、
大
動
脈
瘤
破
裂
な
ど
、
緊
急
手
術
が

必
要
と
な
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
手
術
が
必
要
な
場
合
は
他
院
へ
搬
送
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
当
院
で
初
期
診
断
か
ら
外
科
治
療

へ
つ
な
げ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、

救
命
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

心
筋
梗
塞・狭
心
症
を
、早
く
見
つ
け
、早
く
治
す

　
急
性
心
筋
梗
塞
は
、
心
臓
の
血
管
が
突
然

詰
ま
る
病
気
で
す
。
強
い
胸
の
痛
み
、
冷

汗
、
息
苦
し
さ
、
吐
き
気
、
左
肩
や
あ
ご
の

痛
み
な
ど
が
あ
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で

心臓と血管の「もしも」に、心臓と血管の「もしも」に、
この地域で応えるこの地域で応える

心臓血管センターが始動しました心臓血管センターが始動しました

副
院
長
・
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
長
・
循
環
器
内
科
統
括
診
療
部
長

森
川 

修
司 

医
師
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す
。
当
院
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
循
環
器

救
急
に
対
応
し
、
緊
急
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
約
4
0
0
件
の
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
行
っ
て
お
り
、
急
性
心

筋
梗
塞
だ
け
で
な
く
、
狭
心
症
や
複
雑
な
冠

動
脈
の
病
気
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

足
の
痛
み
も
、血
管
の
病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
動
脈
硬
化
は
心
臓
だ
け
で
な
く
、
足
の
血

管
に
も
起
こ
り
ま
す
。
「
歩
く
と
足
が
痛
く
な

る
」
「
足
が
冷
た
い
」
「
足
の
傷
が
治
り
に
く

い
」
と
い
っ
た
症
状
は
、
下
肢
動
脈
疾
患
の
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
重
症
化
す
る
と
潰か
い
瘍よ
う

や
壊え

疽そ

、
下
肢
切
断
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
当
院
で
は
年
間
約
1
0
0
件
の
足
の
血

管
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
行
い
、
足
の
血
流
を
改

善
し
、
歩
行
機
能
や
大
切
な
足
を
守
る
治
療
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

不
整
脈
も
カ
テ
ー
テ
ル
で
治
療
す
る
時
代
で
す

　
動
悸
、
息
切
れ
、
め
ま
い
、
失
神
な
ど
の

原
因
と
し
て
、
不
整
脈
が
あ
り
ま
す
。
特
に

心
房
細
動
は
、
脳
梗
塞
や
心
不
全
の
原
因
と

な
る
こ
と
が
あ
り
、
早
期
診
断
と
適
切
な
治

療
が
重
要
で
す
。
当
院
で
は
年
間
約
2
0
0

件
の
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
不
整
脈
の

原
因
と
な
る
異
常
な
電
気
信
号
を
カ
テ
ー
テ

ル
で
治
療
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脈
が
遅
く

な
る
方
に
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療
を
行
っ

て
お
り
、
年
間
約
80
件
の
治
療
実
績
が
あ
り

ま
す
。
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
リ
ー
ド
レ
ス

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
心
臓
血
管
医
療
を
、こ
の
地
域
で

　
心
臓
血
管
外
科
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
心

筋
梗
塞
や
大
動
脈
の
病
気
、
ま
た
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
中
に
ま
れ
に
起
こ
る
緊
急
事
態
に
対
し

て
、
循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外
科
が
よ
り
早

く
連
携
で
き
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
突
然
死
に
つ
な
が
る
危

険
な
脈
の
乱
れ
を
防
ぐ
治
療
（
植
込
み
型
除

細
動
器
）
や
、
心
不
全
で
弱
っ
た
心
臓
の
働

き
を
電
気
の
力
で
助
け
る
治
療
（
心
臓
再
同

期
療
法
）
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
心
臓
の
弁

の
病
気
を
、
胸
を
大
き
く
開
か
ず
に
カ
テ
ー

テ
ル
で
治
療
す
る
医
療
（
経
カ
テ
ー
テ
ル
的

大
動
脈
弁
植
込
み
術
）
も
視
野
に
入
れ
、
地

域
の
皆
さ
ま
が
必
要
な
心
臓
血
管
医
療
を
よ

り
身
近
に
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

症
状
が
出
る
前
か
ら
、

心
臓
血
管
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
心
筋
梗
塞
や
足
の
血
管
病
の
多
く
は
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
喫
煙
、
腎
機

能
低
下
な
ど
に
よ
る
動
脈
硬
化
が
背
景
に
あ
り

ま
す
。
ど
れ
だ
け
治
療
が
進
歩
し
て
も
、
最
も

大
切
な
の
は
、
病
気
を
重
症
化
さ
せ
な
い
こ
と

で
す
。
胸
の
痛
み
、
息
切
れ
、
動
悸
、
足
の
痛

み
、
足
の
傷
が
治
り
に
く
い
な
ど
の
症
状
が
あ

る
方
は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
や
当
院
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
症
状
が
な
い
方
も
、
当
院
の

健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

ご
自
身
と
ご
家
族
の
心
臓
血
管
病
を
予
防
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

早めの受診
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生活習慣の改善や
健診でリスクを
早期に発見し、

病気の発症を防ぎます。

検査で異常を見つけ、
早い段階で適切な
治療につなげます。

お薬による治療で、
症状の進行を抑え、
再発を防ぎます。

急な症状にも
24時間体制で

迅速に対応し、命を守る
医療を提供します。

体への負担が少ない
カテーテル治療で、
狭くなった

血管を広げます。

状態に応じて、
外科手術でしっかりと
治療し、根本的な改善を

目指します。

運動療法や生活
指導で、体力の
回復と再発予防を
支えます。

退院後も定期的に
フォローし、再発予防や

健康維持を
サポートします。

中東遠総合医療センター

こ
の
地
域
で
完
結
す
る

心
臓
血
管
医
療
へ

　
心
臓
や
血
管
の
治
療
は
、
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
体
へ
の

負
担
を
抑
え
な
が
ら
行
え
る
も
の

が
増
え
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

P
C
I
、
E
V
T
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

治
療
な
ど
、
幅
広
い
心
臓
血
管
治
療

に
対
応
し
て
い
ま
す
。（
上
図
参
照
）

　
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
で
は
、
循

環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外
科
が
院

内
で
連
携
し
、
救
急
対
応
か
ら
検

査
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
必
要
時

の
外
科
的
治
療
ま
で
、
患
者
さ
ま

の
状
態
に
応
じ
て
速
や
か
に
つ
な

げ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
を
治
療
す
る
だ
け

で
な
く
、
予
防
・
早
期
発
見
か
ら
治

療
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
一
貫
し
て
支

え
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
再
発
予
防
や
健
康
維
持
も

継
続
し
て
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
高
度
な
医
療
を
、
で
き
る
だ
け

身
近
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
。
こ
の
地
域

の
皆
さ
ま
が
「
も
し
も
」
の
時
に

も
安
心
し
て
相
談
で
き
る
心
臓
血

管
医
療
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

※�

当
院
の
循
環
器
内
科
は
紹
介
状
が

な
く
て
も
受
診
で
き
ま
す
。た
だ

し
、特
定
初
診
料
が
か
か
り
ま
す
。
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こ
の
た
び
当
院
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
心

臓
と
血
管
の
病
気
に
対
し
て
、
よ
り
専
門
的
で

質
の
高
い
治
療
を
提
供
す
る
た
め
に
「
心
臓
血

管
外
科
」
を
新
し
く
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
心
臓
や
大
動
脈
の
病
気
は
遠
方
の
大
病
院

ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
院
に
心
臓
血
管
外
科
が

加
わ
る
こ
と
で
、
“
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
”
が
整
い
ま

し
た
。

心
臓
血
管
外
科
と
は
ど
ん
な
診
療
科
？

心
臓
血
管
外
科
は
、心
臓
や
大
動
脈
、手
足
の

血
管
な
ど
、
命
に
関
わ
る
重
要
な
臓
器
の
病
気

を
外
科
的
に
治
療
す
る
診
療
科
で
す
。
代
表
的

な
病
気
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◦�

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
：
心
臓
の
血
管
が
細
く

な
る
、
詰
ま
る
病
気

◦�

心
臓
弁
膜
症
：
弁
が
壊
れ
、
血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
る
病
気

◦�

大
だ
い
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

動
脈
瘤
・
大
動
脈
解
離
：
大
動
脈
が
膨

ら
ん
だ
り
裂
け
た
り
す
る
危
険
な
病
気

◦�

下か
し
ど
う
み
ゃ
く
へ
い
そ
く
し
ょ
う

肢
動
脈
閉
塞
症
：
足
の
血
管
が
詰
ま
り
、

歩
行
が
困
難
に
な
る
病
気

　
こ
れ
ら
は
放
置
す
る
と
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば
元
気
に
生

活
を
続
け
ら
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
広
が
り
ま

す
。

当
院
で
行
う
主
な
手
術・治
療

　
当
院
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
心
臓
・
血
管

手
術
を
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

◦�

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
（
C
A
B
G
）

　�

　
心
臓
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
場
合
に
、
別
の

血
管
を
使
っ
て
血
流
の
迂
回
路
を
作
る
手
術

で
す
。
胸
の
痛
み
や
息
切
れ
が
改
善
し
、
心

臓
の
働
き
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

僧そ
う
ぼ
う
べ
ん

帽
弁
・
大
動
脈
弁
の
手
術

　�

　
弁
膜
症
に
対
し
て
、
弁べ
ん
け
い
せ
い
じ
ゅ
つ

形
成
術
（
壊
れ
た

弁
を
修
復
す
る
手
術
）
や
弁べ
ん
ち
か
ん
じ
ゅ
つ

置
換
術
（
人
工

弁
に
取
り
換
え
る
手
術
）
を
行
い
ま
す
。
特

に
弁
形
成
術
は
、
患
者
さ
ん
自
身
の
弁
を
残

せ
る
た
め
、
よ
り
自
然
な
血
流
を
保
て
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

◦�

大
動
脈
瘤
・
大
動
脈
解
離
の
手
術

　�

　
胸
部
・
腹
部
の
大
動
脈
に
対
し
て
、
人
工

血
管
を
用
い
た
手
術
を
行
い
ま
す
。
破
裂
の

危
険
が
あ
る
場
合
は
緊
急
手
術
に
も
対
応
し

ま
す
。

◦�

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療（
血
管
内
治
療
）

　�

　
足
の
付
け
根
か
ら
細
い
管
を
入
れ
、
体

へ
の
負
担
を
少
な
く
し
て
大
動
脈
瘤
を
治

療
す
る
方
法
で
す
。
高
齢
の
方
で
も
受
け

や
す
い
治
療
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
来
年
度
か
ら
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

治
療
実
施
に
向
け
て
血
管
内
治
療
認
定
施

設
の
取
得
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
で
完
結
で
き
る
医
療
を
目
指
し
て

　
心
臓
や
大
動
脈
の
病
気
は
、
突
然
症
状
が
悪

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
近

く
に
専
門
医
が
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
患
者

さ
ま
に
と
っ
て
大
き
な
安
心
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
当
院
で
は
、
循
環
器
内
科
、
麻
酔
科
、
手
術

セ
ン
タ
ー
、
集
中
治
療
室
（
I
C
U
）、
救
急

科
な
ど
、
院
内
の
多
職
種
が
連
携
し
、“
地
域

で
完
結
で
き
る
心
臓
・
血
管
治
療
”
を
実
現
す

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

生
活
指
導
も
院
内
で
一
貫
し
て
行
い
、
患
者
さ

ま
が
元
の
生
活
に
戻
る
ま
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

医
師・ス
タ
ッ
フ
か
ら
皆
さ
ま
へ

　
心
臓
血
管
外
科
の
開
設
に
あ
た
り
、
私
た
ち

は
「
地
域
の
命
を
守
る
最
後
の
砦
に
な
る
」
と

い
う
思
い
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
心
臓

や
血
管
の
病
気
は
不
安
が
大
き
い
も
の
で
す

が
、
ど
ん
な
小
さ
な
症
状
で
も
気
軽
に
相
談
し

て
い
た
だ
け
る
診
療
科
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
胸
の
痛
み
、
息
切
れ
、
動
悸
、
足
の
冷
え
や

む
く
み
な
ど
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地

域
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

肺動脈弁

僧帽弁

www.visiblebody.com

心臓弁

大動脈弁

三尖弁

心
臓
と
血
管
の
健
康
を
守
る
た
め
に

   
― 
心
臓
血
管
外
科
が
新
し
く
開
設
さ
れ
ま
し
た 

―

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
心
臓
血
管
外
科
診
療
部
長

山
名 

孝
治 

医
師



ドックだより

季節の
コラム

健康
レシピ

栄
養
室
の

トマトおろし酢和え

トマト 60 g
大根 100 g
みつば お好みの量

材　料（2人分）

作り方

酢 大さじ1
砂糖 小さじ2
塩 少々

【A】

❶大根をすりおろし、軽く水気を切る。
❷トマトを湯むきし、1～2cmの角切りにする。
❸みつばを長さ2cmに切る。
❹ボウルに【A】の調味料を混ぜ合わせ、大根、
トマト、みつばを入れて和える。

❺器に盛り付けて完成。

おすすめポイント
トマトの旨味とお酢の酸味で少ない塩分でも大満足。
動脈硬化や血圧の上昇を抑え、血管の健康を守る
体にやさしい一品です。

病院食
レシピ
公開中

　人間ドックや各種健診は、スマートフォンやパソコンから
簡単に予約できます。

WEB予約対象
・人間ドック
・協会けんぽ健診
・単独乳がん検診
・掛川市・袋井市婦人科検診

※一部のオプション検査はWEB予約の対象外です。
　ご希望の方はお問い合わせください。

忙しい毎日の中でも、ご自身やご家族のために
定期的な人間ドック・健診の受診をおすすめします。

①メールアドレス登録
②利用者情報・パスワード設定
③ログインして予約
④予約完了メールを確認

初めてWEB予約される方の流れ

24時間いつでも！
WEB予約

ご予約
方法は
こちら

今すぐ
WEB予約
される方は
こちら

お問い合わせ・電話予約
☎AI電話050-1726-7886
（24時間対応）

【
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
第
一
歩―

心
と
体
を
つ
な
げ
る
リ
ハ
ビ
リ―

】

日
々
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
練
習
で
心
と
体
を
強
く
す
る
。

「
深
呼
吸
・
太
も
も
後
ろ
伸
ば
し
」

リ
ハ
ナ
ビ

リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
が

お
届
け
す
る

健
康
づ
く
り

ヒ
ン
ト

の

〈
深
呼
吸
〉

〈
太
も
も
後
ろ
伸
ば
し
〉

❶❷

❶

片足を前に出して
膝を伸ばします。

❷

つま先をたて背筋を伸ばしたまま
体を前に倒しましょう。（息を吐く）

※

主
治
医
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て
い
る
方
は
運
動
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
運
動
は
呼
吸
を
止
め
ず
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

※背中が丸まらないようにしましょう。
※頭を下げすぎると血圧が上がりやすい
ので注意しましょう。

ここが伸びる

胸を開いて鼻から
息を大きく吸います。

口からゆっくりと
細く長く息を吐き出しましょう。
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■
薬
剤
部

「
冷
蔵
庫
な
ら
安
心
」
は
間
違
い
？

　

夏
は
高
温
や
湿
気
で
薬
が
傷
み
や
す
い

季
節
で
す
。
特
に
粉
薬
や
一
包
化
さ
れ
た

薬
は
湿
気
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
変
色

や
固
ま
り
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
バ
ッ
グ
の
中
や
洗
面
所
な
ど
、
高

温
・
多
湿
の
場
所
で
の
保
管
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

　

一
方
、
必
要
以
上
の
冷
蔵
保
存
は
、
結

露
で
薬
を
傷
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
冷

所
保
存
の
指
示
が
あ
る
一
部
の
薬
剤
を
除

き
、
直
射
日
光
と
湿
気
を
避
け
た
室
温
保

存
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
不
安
な

場
合
は
薬
剤
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

PO
IN
T

薬
は
「
涼
し
い
部
屋
」
で
保
管
を
！

■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

夜
中
に
足
が
つ
る
…
そ
の
原
因
は
？

　

夏
は
汗
に
よ
る
脱
水
や
、
冷
房
に
よ
る

冷
え
の
影
響
で
、
寝
て
い
る
間
に
足
が
つ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
脱
水
状
態
で
は
筋

肉
や
神
経
が
興
奮
し
や
す
く
な
り
、
突
然

の
筋
収
縮
が
起
こ
り
ま
す
。

　

予
防
に
は
、
就
寝
前
に
常
温
に
近
い
飲

み
物
を
少
量
補
給
す
る
こ
と
や
、
ふ
く
ら

は
ぎ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
が
効
果
的
で
す
。
頻

繁
に
繰
り
返
す
場
合
や
、
し
び
れ
を
伴
う

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

PO
IN
T

脱
水
・
冷
や
し
す
ぎ
に
注
意
！

■
皮
膚
科
・
皮
膚
腫
瘍
科

日
焼
け
は
〝
や
け
ど
〟
で
す

　

日
焼
け
は
紫
外
線
に
よ
る
皮
膚
の
炎
症

で
、
広
い
意
味
で
は
や
け
ど
の
一
種
で

す
。
赤
み
や
ヒ
リ
ヒ
リ
感
が
あ
る
時
は
、

ま
ず
し
っ
か
り
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

後
は
保
湿
剤
で
乾
燥
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

水
ぶ
く
れ
を
つ
ぶ
し
た
り
、
強
く
こ

す
っ
た
り
す
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
強

い
日
焼
け
は
、
長
期
的
に
は
シ
ミ
・
し
わ

な
ど
の
皮
膚
老
化
や
皮
膚
が
ん
の
原
因
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

広
範
囲
の
水
ぶ
く
れ
や
発
熱
が
あ
る
場

合
は
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

PO
IN
T

〝
ま
ず
冷
や
す
〟
が
大
切
で
す
！

■
栄
養
室

「
そ
う
め
ん
だ
け
」
に
注
意
！

　

夏
は
食
欲
が
落
ち
や
す
く
、
麺
類
中
心

の
食
事
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
炭

水
化
物
だ
け
で
は
、
疲
労
回
復
に
必
要
な

た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
不
足
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
う
め
ん
に
は
卵
や
豚
肉
、
納
豆
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
ま

た
、「
熱
中
症
予
防
」
と
し
て
塩
分
を
摂
り

す
ぎ
る
方
も
い
ま
す
が
、
高
血
圧
の
あ
る
方

で
は
注
意
が
必
要
で
す
。
大
量
に
汗
を
か
く

場
面
以
外
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
摂

り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

PO
IN
T

麺
＋
た
ん
ぱ
く
質
を
意
識
！

■
泌
尿
器
科

夏
に
増
え
る
〝
尿
管
結
石
〟

　

尿
管
結
石
は
、
尿
の
成
分
が
固
ま
り

〝
石
〟
に
な
る
病
気
で
す
。
夏
は
汗
で
尿

が
濃
く
な
る
た
め
、
結
石
が
で
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
特
に
男
性
に
多
く
、
30
〜
50

代
で
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

突
然
の
背
中
や
脇
腹
の
激
し
い
痛
み
、

血
尿
、
吐
き
気
な
ど
が
代
表
的
な
症
状
で

す
。
予
防
に
は
、
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
水

分
を
数
回
に
分
け
て
飲
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
尿
の
色
が
濃
い
場
合
は
水
分
不
足
の

サ
イ
ン
で
す
。

　

発
熱
や
強
い
痛
み
が
続
く
場
合
は
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

PO
IN
T

尿
の
色
が
濃
い
＝
脱
水
サ
イ
ン
！

　

気
に
な
る
症
状
等
が
あ
る
場
合
は
ま
ず

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
院
の
受
診
に
は
原
則
、
紹
介
状
が
必

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

熱
中
症
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

夏
の
困
り
ご
と

　

暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
だ
け
で
な
く
、夏
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る

季
節
で
す
。毎
日
の
生
活
で
気
を
付
け
た
い
〝
夏
の
困
り
ご
と
〟
に
つ
い
て
、専
門
職

が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。



ドックだより

季節の
コラム

健康
レシピ

栄
養
室
の

トマトおろし酢和え

トマト 60 g
大根 100 g
みつば お好みの量

材　料（2人分）

作り方

酢 大さじ1
砂糖 小さじ2
塩 少々

【A】

❶大根をすりおろし、軽く水気を切る。
❷トマトを湯むきし、1～2cmの角切りにする。
❸みつばを長さ2cmに切る。
❹ボウルに【A】の調味料を混ぜ合わせ、大根、
トマト、みつばを入れて和える。

❺器に盛り付けて完成。

おすすめポイント
トマトの旨味とお酢の酸味で少ない塩分でも大満足。
動脈硬化や血圧の上昇を抑え、血管の健康を守る
体にやさしい一品です。

病院食
レシピ
公開中

　人間ドックや各種健診は、スマートフォンやパソコンから
簡単に予約できます。

WEB予約対象
・人間ドック
・協会けんぽ健診
・単独乳がん検診
・掛川市・袋井市婦人科検診

※一部のオプション検査はWEB予約の対象外です。
　ご希望の方はお問い合わせください。

忙しい毎日の中でも、ご自身やご家族のために
定期的な人間ドック・健診の受診をおすすめします。

①メールアドレス登録
②利用者情報・パスワード設定
③ログインして予約
④予約完了メールを確認

初めてWEB予約される方の流れ

24時間いつでも！
WEB予約

ご予約
方法は
こちら

今すぐ
WEB予約
される方は
こちら

お問い合わせ・電話予約
☎AI電話050-1726-7886
（24時間対応）

【
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
第
一
歩―

心
と
体
を
つ
な
げ
る
リ
ハ
ビ
リ―

】

日
々
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
練
習
で
心
と
体
を
強
く
す
る
。

「
深
呼
吸
・
太
も
も
後
ろ
伸
ば
し
」

リ
ハ
ナ
ビ

リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
が

お
届
け
す
る

健
康
づ
く
り

ヒ
ン
ト

の

〈
深
呼
吸
〉

〈
太
も
も
後
ろ
伸
ば
し
〉

❶❷

❶

片足を前に出して
膝を伸ばします。

❷

つま先をたて背筋を伸ばしたまま
体を前に倒しましょう。（息を吐く）

※

主
治
医
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て
い
る
方
は
運
動
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
運
動
は
呼
吸
を
止
め
ず
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

※背中が丸まらないようにしましょう。
※頭を下げすぎると血圧が上がりやすい
ので注意しましょう。

ここが伸びる

胸を開いて鼻から
息を大きく吸います。

口からゆっくりと
細く長く息を吐き出しましょう。

きんもくせい  7月号  vol.156｜0607｜きんもくせい  7月号  vol.156
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きんもくせい
やさしい香りのように、広がる安心と医療の輪

vol. 
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病院だより

令和
8年7月号

掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター

●季節のコラム：熱中症だけじゃない！夏の困りごと

●新コーナー「栄養室の健康レシピ」「リハナビ」

左から堀田院長、宮地企業長、心臓血管センター森川センター長、山名副センター長

h
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掛
川
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・
袋
井
市
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院
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業
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中
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遠
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合
医
療
セ
ン
タ
ー

〒
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5
5

掛
川
市
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地
の
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T
EL 0

5
3
7-21-5

5
5
5

病
院
だ
よ
り
「
き
ん
も
く
せ
い
」
は
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
掛
川
・
袋
井
両
市
役
所
及
び
一
部
の
市
内
公
共
施
設
に
て
無
料
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

き
ん
も
く
せ
い

vol.156
病
院
だ
よ
り

令
和
8
年
7月
号

外来担当医表こちらから

1日あたりの患者数 4月 5月
373人
1,101人
90.5%
112.0%
74.6%
9.0日
505件
1,312人
515件

385人
1,159人
89.6%
112.0%
77.0%
9.9日
453件
1,562人
564件

紹 介 率
逆 紹 介 率
病 床 利 用 率
平 均 在 院 日 数
手 術 件 数
救命救急センター受診者数
救 急 搬 送 件 数

入    院
外    来

令和８年10月18日（日）　午前８時15分～正午日　時

中東遠総合医療センター　人間ドック・健診センター会　場
①乳腺エコー････････････････････････････････････････････････ 3,740円（税込み）
②３Ｄマンモグラフィ２方向（トモシンセシス）････････ 7,700円（税込み）
③３Ｄマンモグラフィ２方向（トモシンセシス）＋乳腺エコー･･･ 11,440円（税込み）
④マンモグラフィ２方向 ･･･････････････････････････････････ 5,500円（税込み）
⑤マンモグラフィ２方向＋乳腺エコー ･･････････････････ 9,240円（税込み）
（全て女性技師が担当します。）

検査内容
料金

マンモグラフィ約50名（完全予約制）※
乳腺エコー約30名 　ただし、予約多数の場合は抽選により決定

募集人数

20歳以上の女性 対象者
※マンモグラフィ検査が受けられない方
　①妊娠中の方　②授乳中の方（卒乳後6ヶ月前の方）
　③豊胸（美乳）手術を受けた方
　④V-Pシャント、ペースメーカーやポート等が埋め込んである方
　⑤グルコースモニタリング（血糖測定器）が装着されている方

後日郵送またはWEB送信（４週間ほどお時間を頂きます。）検査結果
令和８年８月３日（月）から９月11日（金）までにWEBもしくは電話にてお申し込みください。
※AI電話 050-1726-7886（24時間対応）

予約方法

日曜日に乳がん検診を受けられます日曜日に乳がん検診を受けられます

地域医療を支える仲間を募集しています

RECRUIT 地域に
貢献

安定研修
充実

子育て
応援

詳
細
は
こ
ち
ら

令和９年４月採用 正規職員募集

令和８年８月13日（木）試 験 日
令和８年６月22日（月）～７月31日（金）受付期間
令和９年４月１日　※経験者は応相談採用予定日

当院リクルートサイトに
募集情報を順次公開予定

救急救命士、医師事務作業補助者、
メディカルエイドなど

令和８年９月26日（土）
午前10時～正午

日　時

当院３階大会議室会　場

【テーマ】 知って安心！脳の病気
　　　　～自分と家族を守るために～
講師① 鳥飼 武司  脳神経外科統括診療部長・
　　　　　　　　脳血管内治療センター長
講師② 守吉 秀行  脳神経内科部長

内　容

令和８年８月17日（月）～９月25日（金）午後５時まで
専用申込フォームまたは電話で
お申し込みください。
電話：経営戦略室
　　  0537-21-5555（代表）

申込み

参加費
無料

どなたでも

詳
細
は
こ
ち
ら

第49回医療市民講座を
開催します

第49回医療市民講座を
開催します

心臓血管センター開設　
地域を支える医療に、さらなる力を。

診療実績 2026 4月 5月/

詳
細
は
こ
ち
ら

特 集特 集

医療の未来を担う皆さんを応援します！
　当院では、将来の地域医療を支える医療人材の育成に向け、
医療系学生を対象とした説明会や病院見学会を開催しています。

〇看護学生向け合同説明会に出展します
　令和8年8月2日にアクトシティ浜松にて開催される「マイ
ナビ看護学生就職セミナー」に出展します。
　若手看護師から、仕事内容や職場の雰囲気について直接
話を聞くことができます。

〇薬学生向け病院説明会を開催します
　夏休み期間中に病院説明会を開催します。若手薬剤師との
交流を通じて、病院薬剤師の役割や、やりがいを知ることが
できます。

見学会・説明会の詳細は当院ホームページをご覧ください。


